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サステイナブル・ファイナンス・スクールの概要
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世界の潮流：サステイナビリ
ティを考慮しない企業は生き残
れない

諸外国の企業がサステナビリティや
脱炭素に経営の舵を切る一方、日本
企業は後追い状態

首都圏の大企業と地方の地銀等との
間で意識格差が拡大

1: サステイナビリティ課題の
理解

2: 経済学やファイナンス諭の学
術的基礎

3: 実務の最前線

4: ステークホルダーとの対話

カリキュラム構成

・地球規模課題について最新の知見を獲得し、
第三者に説明できる

・経済学やファイナンス諭の学問的知見を踏
まえて現実を説明できる

・サステイナブルファイナンス実務のスキル
を身につけ、自社に取り込める

・ステークホルダーと対話し、自社の立ち位
置と将来の可能性を俯瞰できる

国際社会の潮流を予測し、
攻められる人材

背景にある地球規模での環境・社会・ガバナンス課題への理解を深
め、サステイナビリティやファイナンスの学術的基礎知識を身に付
けると同時に、実務遂行に必要な知識や発想力、対話力等を育成す
る。単に国際動向に追いつくだけの受動的なスキルアップに留まら
ず、現在進行中の国際ルールメーキングに日本から参画できる人材
を育成することを目標とする

主な対象者

現状・課題認識 身に付けられる能力・スキル

カリキュラムの構造

目的

研究科から修了証書を発行

実務経験10年以上の若手～中堅

対面３回、ハイブリッド２回、オンライン５回＝計１０回（３か月）



受講者のプロファイル
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2023年度から開始し、これまでに８１名が修了。

金融（銀行(都銀 地銀 外資)・証券・保
険・投資会社等）
その他（商社・リース・エネルギー・
自治体議会議員・公務員等）

年齢層

受講後のアンケート調査より

満足度（10点満点）

受講後のアンケート調査より
自由記述欄



取組の独自性、新規性

・実務に関する専門家だけでなく、第一線で活躍している研究者や行政担当者も講師として
含まれている点。いわゆる「チャタムハウス・ルール」の下、「ここだけの話」が聴ける場を提
供している。

・対面・ハイブリッド・オンラインを組み合わせることで、首都圏以外の居住者や、育児／介護
等ライフステージにいる方にとっても履修しやすい。

・一方、対面でのネットワーキング機能もこのようなスクールでは受講者から期待されているとこ
ろであり、対面講義後の懇親会には、オンライン日の講師にも参加してもらう。

・修了後の交流が盛んであり、修了後に、講師と受講者あるいは受講者どうしがビジネスパー
トナーや共同研究相手となる案件が５，６件確認できている。

・COP等のタイミングでは、COPに参加してきた修了者による報告会をオンラインで開催するな
ど、受講した期を超えた交流ができるようになっている。

4



ご清聴ありがとうございました
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御 礼

素晴らしい講義を実施してくださった講師の方々、これまで受講

して下さった受講者の方々、スクールをサポートしている学内関

係者各位のお陰で、ここまで来られました。

心より御礼申し上げます。
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